
■各部の名称と特徴  ※ 300HGのイラストで説明しています。

■フォールレバー設定方法

■仕様

■オートリターンクラッチを搭載しておりますので、アンダーハンドキャストは可能ですが、オーバーハンドキャストには不
向きなタイプとなります。（ハンドルが回転しクラッチがONになる可能性があります。）

■スプール糸巻き部の溝は、それぞれ1/3、2/3を表しています。

■ご注意
　PEライン1号等の細いラインを使用する場合は（2号以上表記のため1号ラインは推奨していない）、糸の巻きすぎ、片寄り、バッ
クラッシュ等をしますとスプールとフレームのすき間に糸が入り込んでしまう場合がありますのでご注意ください。

■PE専用スプールとなっておりますので、ナイロン等他の糸のご使用はお避けください。
■製品改良のため仕様及びデザインの一部を予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。

取 扱 説 明 書

この度はシマノ製品をお買い上げいただき、まことにあり
がとうございます。
本製品の機能を十分に引き出し、末永くご愛用いただくた
めにも、使用前にこの取扱説明書をお読みいただき、リー
ル同様大切に保存してくださるようお願い申し上げます。

P-002

レバー操作域でのブレーキレンジを、強めたり、弱めたりできます。
まず初めに、下記の構造をご確認ください。フォールレバーは、レバーでメカニカルブ
レーキノブを回転させる機構です。ロックリングで、レバーをメカニカルブレーキノブ
に固定しています。固定位置を任意の位置に設定することでブレーキレンジを調整する
ことが可能です。
※ロックリングはメカニカルブレーキノブではありません。
　ロックリングを締めたり緩めたりしても、メカニカルブレーキ力は変わりません。

■応用編

※右ハンドルモデルを例に説明しております。
※ブレーキレンジを強く設定すると、レバーを最下部に回転させた際にも、ブレーキが掛かります。
※最大ブレーキ力の目安は、使用するタイラバ・ジグの重さの1/3です。 ［例］60gのタイラバなら、20gのブレーキ力（約単３の乾電池１本分）
※強く締めこみすぎると破損の恐れがございますのでご注意ください。竿にリールを取り付け、水平状態で120gの重りをぶらさげて、落下しないようならば、締めすぎです。

④

レバーを支えながら、ロックリングを、ハンド
ル回転と逆方向に回転させ緩めます。
※フォールレバーをメカニカルブレーキノブ
　からスライドできる状態になります。
※ロックリングの緩めすぎは、脱落に繋がり
　ますのでご注意ください。

レバーを上部にスライドします。スライド量が
大きいほど、ブレーキレンジは弱まります。

ロックリングをハンドル回転方向に回転させ
しっかり締めこみます。
※レバーのガタツキがないことをご確認くだ
　さい。
※ロックリングの締め込みが不十分だと、脱
　落に繋がりますのでご注意ください。

クラッチを切ります。レバーを回転させながら
糸を引き出して、ブレーキカーブを確認してく
ださい。
※ブレーキレンジをさらに弱めたい場合は、
　①～④を再度行ってください。

② ③①

【ブレーキレンジを弱めたい場合】

④

レバーを支えながら、ロックリングを、ハンド
ル回転と逆方向に回転させ緩めます。
※フォールレバーをメカニカルブレーキノブか
　らスライドできる状態になります。
※ロックリングの緩めすぎは、脱落に繋がりま
　すのでご注意ください。

レバーを下部にスライドします。スライド量が
大きいほど、ブレーキレンジは強まります。

ロックリングをハンドル回転方向に回転させ
しっかり締めこみます。
※レバーのガタツキがないことをご確認くだ
　さい。
※ロックリングの締め込みが不十分だと、脱
　落に繋がりますのでご注意ください。

クラッチを切ります。レバーを回転させながら
糸を引き出して、ブレーキカーブを確認してく
ださい。
※ブレーキレンジをさらに強めたい場合は、 
　①～④を再度行ってください。

② ③①

【ブレーキレンジを強めたい場合】

300HG

ベアリング数
(ボール/ローラー)

最大巻上長
  (cm/ハンドル
1回転)

75

ハンドル長
(mm)

365

自重
(g)

6.2

ギア比

7.0

最大ドラグ力
(kg)

品番

10/12-380、3-240、4-170

301HG 7536 85 46.2 7.0 10/12-380、3-240、4-170

300PG 7536 60 54.8 8.0 10/12-380、3-240、4-170

301PG 7536 60 54.8 8.0 10/12-380、3-240、4-170

400HG 7537 85 46.2 7.0 10/12-500、3-320、4-250

糸巻量
PE（号-m）

84
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■ハンドルノブの取り外し方 ※イラストは実際の製品と異なる場合がございます。

■安全上の注意　ご使用前に必ずお読みください。

本リールは精密部品で構成されていますので、下記注意事項を守ってお取り扱いく
ださい。

●ご使用上の注意	
砂・泥・泥水はリールの大敵です。ご使用中、リールを砂地に直接置いたり、海
水につけたりしないようご注意ください。リール内部に砂や泥水が入ると、思わ
ぬトラブルの原因となることがあります。 
根掛かりした時には、竿やリールで無理にあおらないで、手にタオル等の布切れ
を巻いて、できるだけ釣場に糸の残らないように引き寄せて切ってください。 
リールはていねいに扱ってください。移動時、特に放り投げや、バック内で他の
道具との接触による破損には十分ご注意ください。

●お手入れの方法	
各部分に付着したゴミ、砂などは、真水に浸した柔らかい布でキレイに拭き取っ
て十分乾燥させてください。 
また、水に浸して洗ったりしないでください。 
特に、シンナー、ベンジンなど揮発性溶剤は絶対に使用しないでください。 
ドラグ部分には、絶対にオイルを付けないでください。オイルが入ると、ドラグ
力が低下することがあります。 
高温、高湿の状態で長時間放置されますと、変形や強度劣化の恐れがあります。
長期保存される場合は、上記のお手入れを実施後、風通しの良い場所で保存する
ようにしてください。 
ご自分で分解・修理をされる場合は、部品のエッジ等で手を切らないようにご注
意ください。

●弊社純正部品以外の取り付けによる不具合は保障いたしかねます。
●不具合が生じた場合はそのままの状態でお買い上げの販売店へお持ちになり、詳

しい症状をお伝えいただき、修理をご依頼くださいますようお願いいたします。
●修理に出されるときには、お買い上げの販売店へ現品をお預け願います。その際

には必ず、修理箇所、不具合内容を具体的に（例／ストッパーが働かない）お知
らせください。また、お近くにシマノ商品取扱店がない場合は、最寄りの営業所
へお問い合わせください。修理品は部品代のほか工賃をいただきますのでご了承
ください。商品の故障等によって生じる他のタックルの破損、紛失、釣行費等は
保証できません。

●ご自分で修理をされる場合の部品や替えスプールのお取り寄せは分解図をご覧い
ただき、製品名・商品コードもしくは製品コード・部品番号・部品名をご指定の上、
お買い上げの販売店にご注文ください。内部の部品に関しましては、複雑ですの
でリール本体ごと修理に出されることをお薦めします。 
例／製品名：ステラ 1000S　商品コード：02425

　　　製品コード：SD83B012　部品名：スプール
　　　部品番号：2
●弊社ではリール、釣竿の補修用性能部品の保有期間を、

製造中止後 6 年間としています。性能部品とは、その
製品の機能を維持するために必要な部品です。修理対応
期間を過ぎた場合は修理をお断りすることがございます。
性能部品以外は製造中止後 6 年以内でも供給できない可
能性がございます。

●商品コード /製品コードの位置
　取扱説明書・分解図・パッケージ底面部もしくは側面部

に製品コードの上５ケタ及び商品コードを表示していま
す。又、製品には商品コードを表示しています。

■サービスのご案内

●糸をリードするレベルワインドの所に指を近づけて、釣りをしな
いでください。指をはさまれてけがをするおそれがあります。

●ハンドルとボディの間に手をはさむと、けがをするおそれがあります。

●糸が勢いよく出ている時は、糸にふれないでください。糸で指を切る
おそれがあります。
●メッキや塗装等の表面処理が剥がれたり、強い衝撃等により素材の
表面が鋭利になった場合には、その部分に触れないでください。
　けがをするおそれがあります。
●リールを砂地に直接置いたり、海水につけたりしないようご注意くだ
さい。リール内部に砂や泥水が入ると、思わぬトラブルの原因となり
ます。
●根掛かりした時は、竿やリールで無理にあおらないで、手にタオル等
の布きれを巻いて、できるだけ釣場に糸の残らないように引き寄せ
て切ってください。
●リールはていねいに扱ってください。移動時、特に放り投げや、バック
内で他の道具との接触による破損には十分ご注意ください。
●キャスティングの時にはクラッチを切るのを忘れないでください。仕掛
けが出て行かず、けがをするおそれがあります。
●リールを釣り以外の目的で使用しないでください。
●リールの回転部にはグリスや油が付いていますので、服を汚さない
ように注意してください。
●幼児の手の届くところには置かないでください。
予期せぬ事故やけがにつながるおそれがあります。

●回転しているスプールには触れないでください。
けがをするおそれがあります。

注 意

※ハンドル固定ナットはレフトハンドルの場合、逆ネジとなっておりますので特にご注意願います。

ハンドルの着脱をされる場合は次の手順で行ってください。
1.	リテーナー固定ボルトを外す。
2.	リテーナーを外す。
3.	ハンドル固定ナット（レフトハンドルは逆ネジ）をめがねレンチなど（レンチは附属さ

れていません）で外す。 ※取り付け時は逆の順番で行ってください。

■ハンドル着脱時のご注意

■お手入れ方法■使用方法・リールの準備　※イラストは実際の製品と異なる場合がございます。 

※分解は自己責任にてお願い致します。
　分解により生じた不具合につきましては保証致しかねますので、ご注意ください。

注油

※ベアリングへ注油

② 水洗いしてください。
ドラグをしめ込んでから、ハンドルやクラッチ等の
作動部を動かしながら、シャワー等の真水で、1 〜
2 分間水洗いしてください。（図 a）
スプールを取り外し、スプールのみを水洗いしてい
ただくとさらに効果があります。スプールに水分や
汚れが残ったままリールに組むと、スプールフリー
が悪くなりますので、必ずふき取ってから組み込ん
でください。
※温水はグリスを洗い流す可能性があるのでお避け

ください。また、同様の理由でリール本体を水没
させないでください。

① 必ず竿から外してください。
使用後は、必ず竿から取り外して、真水で水洗いしてから保管ください。例え、水洗
いされても、竿とセットしたまま放置されますと、リールのフット部とリールシート
のフード部に水が溜まり、腐蝕する恐れがあります。

■オイル、グリスUP 箇所
本製品の優れた性能を維持するために、オイルとグリスを下図を参考にそれぞれ
間違えないように噴射してください。

③ 乾燥させてください。
ハンドルやクラッチ等の作動部を動かしてよく水を切った後、ドラグをゆるめ、直射
日光を避けて陰干ししてください。（図 b）
※直射日光、ドライヤー等は内部のムレを引き起こします。
※隙間に残った塩分や錆による固着を防ぐため、乾燥中は 1 日に 1 度はハンドル

やクラッチ等、作動部を動かしてください。

特に海水・汽水域でリールをご使用された後は、錆や塩分の固着によるトラブルを
防止するためにも、以下の要領で釣行後にメンテナンスを行うことをお勧めします。

ドライヤー 直射日光

a

b

④ 注油してください。
グリス、オイルは弊社純正品（下記参照）をお使いください。そうでない場合の品
質は保証いたしかねます。ご注意ください。

SP-003H（メンテスプレーセット）… ………………………………… 　¥1,900
SP-013A（オイルスプレー）… …………………………………………… ¥1,050
SP-023A（グリススプレー）… …………………………………………… ¥1,100
SP-015L（ザルスリールオイルスプレー）… …………………………… ¥1,500
※最寄りの販売店にてお買い求めください。上記は2019年6月現在の品番及び税抜本体価格です。

《注油上のご注意》
リールオイル、グリスがハンドルノブに付着したまま長期間放置すると、ハンドルノ
ブが膨潤する場合がありますので、付着した場合はウエスやティッシュペーパー等で
必ずふき取ってください。図の注油箇所にはリールに付属の専用オイル、またはシマ
ノリールオイルスプレーをまちがえないように噴霧してください。（シマノ以外のオイ
ルは使用しないでください。）オイルはごく少量で充分です。特にベアリング部分は、
あふれるようであればティッシュペーパー等で吸い取っておいてください。ドラグ部
にはオイルは注さないでください。
※イラストは実際の製品と異なる場合がございます。

■スタードラグ
ハンドル側から見て、時計回りに（レフトハンドルは
反時計回りに）回すことでドラグが締まります。

強弱

※レフトハンドルは図の逆回り※レフトハンドルは図の逆回り

■クラッチ操作方法
親指でクラッチレバーを下に押すとクラッチが切れ、
スプールはフリーの状態になります。カチッと音が
するまで確実にクラッチレバーを押してクラッチを
切ってください。

■ドラグの調整方法
ドラグとは、その強弱を調整することにより、急激な
魚の引きに対し、スプールが逆転して糸切れ（ライン
ブレイク）を防ぐ機構です。又、その逆転時に発生す
る抵抗値をドラグ力と言います。
1.	実際に使用される竿にリールをセットし糸をガイドに通してください。
2.	クラッチを“ＯＮ”の状態にして、想定されるファイティング時のロッドの角

度を保って、図のように糸を引き出しながらスタードラグの締め付けを調節し
てください。その際、出来るだけ実際の状況に近づける為、対象とする魚の泳
ぐスピードを想定して糸を引き出してください。

強弱

スタードラグ

ラインテンション

ファイティング時の
ロッドの角度（想定）

※レフトハンドルの
　ドラグは図の逆回り

1.	ネジ 2 本をゆるめて、
ハンドルノブ銘板を外
します。

2.	ノブ内部のネジをゆる
めて外します。

2.1.

外す ゆるめる

■エキサイティングドラグサウンドについて
エキサイティングドラグサウンドのドラグ音は、低ドラグ値に設定すると音が小さく
なりますが、構造上必然的な現象であり故障ではございません。

●ハンドル固定ナット
　のネジ方向

1. リテーナー固定ボルト

2. リテーナー

3. ハンドル固定ナット

右回転…しまる
左回転…ゆるむ

■スプール着脱方法
レバーを押し下げることで、本体Bのロックが解除
され、開くことができます。釣りに使用される時や、
持ち運びの時はレバーが上がっていてロックされて
いる状態にしてください。
※ライトハンドルのイラストで説明しています。

1. カムレバーを押し下げます。
2. 本体Bを回転 (スライド) させて開きます。
3. 上下2本の固定ボルトを外します。
※本体Bユニット, スプール組の脱落には十分ご注
　意ください。
※この際、金属部品のエッジで手を切らないように
　ご注意ください。
4. 本体Bユニット全体を引っ張り、取り外します。
5. スプールを外に引き出すことで、スプールが取
　 り外せます。
※これ以上の分解はしないでください。組み立てる際 
　は、上の手順を逆に行ってください。本体Bユニッ
　トを本体に組み付ける際は、開閉スイッチが下がっ
　ていることを確認し本体Bユニットの穴と本体側の
　突起が一致するように組み付けてください。本体B
　ユニットが本体に対して傾かないように取り付ける
　ことでスムーズに組み付けられます。	
※本体Bユニットを本体へ組み付ける際、ギアどうし
　が噛み合っているのを確認後押し込んでください。
　ギアが乗り上げた状態のまま押し込むとギアが破損
　するおそれがあります。
※本体Bユニットを本体に無理に押し込むと故障の原因
　になりますのでご注意ください。
※本体Bユニットを本体に組み付ける際には、必ずメカ
　ニカルブレーキノブを緩めてください。
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スプール取り外し後、組立時のご注意
スプール組をフレームへ挿入したあと、フレームＢ受け組をフレームに組み付ける際に、下記の手順に
従って組み立ててください。
下記手順及びご注意を守られず、誤った組立をされた場合、部品の破損など製品に不具合をきたす可能性
がございますのでご注意ください。
下記の手順は300番（右ハンドル）の手順となります。301番（左ハンドル）は、左右が逆になりますので
ご注意ください。

①最初の状態です。
　ここからバネの力に逆らって本体Ｂを矢印の向きに
　回します。

④ギアが噛み合った状態を保ちながら、フレームに
　立っているピンが、フレームＢ受の左側の穴へ入る
　よう位置を合わせます。
　そのままフレームＢ受け組全体をフレームへ押し
　つけて、フレームＢ受けがフレームにぴったり合う
　よう組み合わせます。

⑤組み付け後、スプールを回してレベルワインドが
　動くことを確認してから、二本のネジでフレーム
　Ｂ受け組をフレームに固定してください。

②本体Ｂを矢印の向きに回転すると、樹脂の白い
　ギアが見えます。
　この状態でフレームＢ受け組を持ってください。

③フレームＢ受け組の中心を、フレーム（スプール）の
　中心に合わせながらフレームＢ受けのギアをフレー
　ムのギアと噛み合わせます。


